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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第71期

第２四半期
連結累計期間

第72期
第２四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (百万円) 47,007 50,351 98,199

経常利益 (百万円) 657 790 1,500

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 421 527 975

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,377 1,076 1,994

純資産額 (百万円) 23,636 24,980 24,078

総資産額 (百万円) 61,689 65,426 62,411

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 16.90 21.17 39.11

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 38.3 38.2 38.6

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 1,057 2,002 445

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △45 △183 △153

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △204 △182 △383

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(百万円) 8,447 9,175 7,553
 

 

回次
第71期

第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間  

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日  

１株当たり四半期純利益 (円) 7.74 9.96
 

 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

    ２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

    ３　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の概況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前

連結会計年度との比較・分析を行っております。

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の通商政策や異常気象の影響を受け、生産や輸出が弱含

みで推移しましたが、個人消費の持ち直しや企業収益の改善を背景に総じて緩やかな回復基調となりました。

　当社グループに関係の深い化学工業界につきましては、生産や輸出が弱含みで推移していることに加え、原材料

価格や運送費等の上昇懸念もあり、先行き不透明な状況となっております。

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、中期経営計画「Go forward STAGE 1」の最終年度に当た

る事業年度として、事業領域・業種ごとにニーズを汲んだ提案営業を加速させるとともに、これまでと同様に中

国・ASEAN地域における海外取引の拡大、フィルム包材ビジネス及び環境関連ビジネスの強化に努めてまいりまし

た。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高50,351百万円（前年同四半期比7.1％増）、営業利益653

百万円（同21.9％増）、経常利益790百万円（同20.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益527百万円（同

25.3％増）となりました。

 

　　セグメント別の概況は次のとおりであります。

 
化学品事業

無機薬品につきましては、主力商品のか性ソーダは市況の回復及び取扱数量の増加により増収となりました。そ

の他の商品ではアルミニウム化合物は天候の影響により、また鉄化合物は電子業界向け部材の生産が好調で、それ

ぞれ取扱数量が伸長し増収となりましたが、重炭酸ソーダ及び水酸化マグネシウムは取扱数量の減少により減収と

なりました。

　有機薬品につきましては、製紙用ラテックス及びその他の石油化学製品は市況の回復により増収となりました

が、メタノールは取扱数量の減少により減収となりました。また、資源・リサイクル処理剤ではキレート剤が市場

の競争激化により減収となりました。

　この結果、化学品事業といたしましては、売上高は前年同四半期に比べ10.0％増の37,430百万円、セグメント利

益（営業利益）は前年同四半期に比べ17.2％増の1,253百万円となりました。
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機能材事業

包装材料につきましては、複合フィルムは健康食品向けの新規開拓が進んだことや猛暑に伴い飲料の販売が好調

であったこと、ナイロンフィルムは中国向け輸出が好調だったことから増収となりましたが、ポリプロピレンフィ

ルムは輸出が振るわず減収となりました。

合成樹脂につきましては、ポリエチレン樹脂が取扱数量の増加により増収となりましたが、タンク類は案件の減

少により減収となりました。

　機器類につきましては、包装関連機器及び機械器具設置工事が案件の増加により増収となりましたが、電気関連

機器は大型案件の減少により減収となりました。

　この結果、機能材事業といたしましては、売上高は前年同四半期に比べ1.0％減の11,726百万円、セグメント利益

（営業利益）は前年同四半期に比べ8.0％減の297百万円となりました。

 

その他事業

その他事業につきましては、売上高は前年同四半期に比べ5.0％増の1,193百万円、セグメント利益（営業利益）

は前年同四半期に比べ69.8％増の43百万円となりました。

 
(2)財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ3,014百万円増加いたしました。

　増減の主なものは資産の部では、現金及び預金が1,655百万円、受取手形及び売掛金が589百万円、投資有価証券

が826百万円それぞれ増加いたしました。負債の部では、支払手形及び買掛金が1,415百万円、「その他」に含まれ

ております前受金が631百万円増加いたしました。純資産の部では、その他有価証券評価差額金が566百万円増加い

たしました。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

 べ1,622百万円増加し、9,175百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は2,002百万円（前第２四半期連結累計期間比

945百万円増）となりました。これは税金等調整前四半期純利益が790百万円でありましたが、売上債権の増加が

614百万円、仕入債務の増加が1,432百万円、棚卸資産の減少が293百万円となったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は183百万円（前第２四半期連結累計期間比137

百万円減）となりました。これは主に、定期預金の預入による支出33百万円、有形固定資産の取得による支出28

百万円、無形固定資産の取得による支出103百万円、投資有価証券の取得による支出１千万円等によるものであり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は182百万円（前第２四半期連結累計期間比22百

万円増）となりました。これは主に、配当金の支払額174百万円等によるものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5)研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,168,000 同左
東京証券取引所　　
市 場 第 一 部

単元株式数は
100株であります。

計 25,168,000 同左 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

― 25,168 ― 3,762 ― 3,116
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(5) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　        平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町二丁目２番１号 1,215 4.87

ＡＧＣ株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目５番１号 1,124 4.51

セントラル硝子株式会社 山口県宇部市沖宇部５２５３番地 1,124 4.51

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 1,100 4.41

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町二丁目１１番３号 1,053 4.22

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 991 3.98

株式会社ＡＤＥＫＡ 東京都荒川区東尾久七丁目２番３５号 972 3.90

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海一丁目８番１１号 728 2.92

ソーダニッカ従業員持株会 東京都中央区日本橋三丁目６番２号 631 2.53

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 590 2.37

計 ― 9,531 38.22
 

(注)  上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 1,053千株
 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 728千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式 226,100

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

249,319 ―
24,931,900

単元未満株式 普通株式 10,000
 

― ―

発行済株式総数 25,168,000 ― ―

総株主の議決権 ― 249,319 ―
 

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権10個）が

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式76株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）  東京都中央区日本橋
226,100 ― 226,100 0.9

ソーダニッカ株式会社 三丁目６番２号

計 ― 226,100 ― 226,100 0.9
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２.　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,660 9,316

  受取手形及び売掛金 36,740 ※  37,329

  商品及び製品 2,751 2,454

  その他 265 420

  貸倒引当金 △39 △37

  流動資産合計 47,378 49,483

 固定資産   

  有形固定資産 1,684 1,685

  無形固定資産 99 184

  投資その他の資産   

   投資有価証券 12,502 13,328

   その他 779 776

   貸倒引当金 △33 △32

   投資その他の資産合計 13,248 14,073

  固定資産合計 15,033 15,942

 資産合計 62,411 65,426
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 27,881 ※  29,297

  短期借入金 5,041 5,040

  未払法人税等 370 290

  引当金 283 281

  その他 1,280 1,796

  流動負債合計 34,857 36,706

 固定負債   

  繰延税金負債 1,745 1,998

  退職給付に係る負債 1,004 1,022

  その他 725 718

  固定負債合計 3,475 3,739

 負債合計 38,333 40,446

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,762 3,762

  資本剰余金 3,130 3,130

  利益剰余金 11,838 12,191

  自己株式 △64 △64

  株主資本合計 18,666 19,020

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 5,242 5,808

  繰延ヘッジ損益 △4 6

  土地再評価差額金 148 148

  為替換算調整勘定 71 39

  退職給付に係る調整累計額 △46 △43

  その他の包括利益累計額合計 5,411 5,960

 純資産合計 24,078 24,980

負債純資産合計 62,411 65,426
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 47,007 50,351

売上原価 43,788 46,932

売上総利益 3,218 3,418

販売費及び一般管理費   

 運賃諸掛 621 640

 給料及び手当 735 762

 賞与引当金繰入額 240 256

 役員賞与引当金繰入額 15 17

 退職給付費用 53 49

 その他 1,015 1,038

 販売費及び一般管理費合計 2,681 2,764

営業利益 536 653

営業外収益   

 受取利息 1 1

 受取配当金 123 138

 その他 18 20

 営業外収益合計 144 160

営業外費用   

 支払利息 18 18

 売上割引 2 2

 その他 2 2

 営業外費用合計 23 23

経常利益 657 790

税金等調整前四半期純利益 657 790

法人税、住民税及び事業税 240 266

法人税等調整額 △3 △3

法人税等合計 236 262

四半期純利益 421 527

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 421 527
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 421 527

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 963 566

 繰延ヘッジ損益 2 10

 為替換算調整勘定 △14 △31

 退職給付に係る調整額 4 2

 その他の包括利益合計 955 548

四半期包括利益 1,377 1,076

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,377 1,076

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 657 790

 減価償却費 58 48

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △2

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 25 22

 受取利息及び受取配当金 △125 △140

 支払利息 18 18

 有形固定資産除却損 0 0

 売上債権の増減額（△は増加） △3,570 △614

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,276 293

 仕入債務の増減額（△は減少） 5,661 1,432

 その他 △304 375

 小計 1,145 2,224

 利息及び配当金の受取額 125 139

 利息の支払額 △21 △18

 法人税等の支払額 △191 △343

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,057 2,002

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △3 △33

 有形固定資産の取得による支出 △26 △28

 無形固定資産の取得による支出 △2 △103

 投資有価証券の取得による支出 △9 △10

 敷金及び保証金の差入による支出 △10 △6

 敷金及び保証金の回収による収入 2 23

 その他 3 △24

 投資活動によるキャッシュ・フロー △45 △183

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の返済による支出 △25 △1

 配当金の支払額 △174 △174

 その他 △5 △5

 財務活動によるキャッシュ・フロー △204 △182

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 △14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 797 1,622

現金及び現金同等物の期首残高 7,649 7,553

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  8,447 ※  9,175
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【注記事項】

 　(追加情報)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期会計期

間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表

示しております。
 

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 前連結会計年度 当第２四半期連結会計期間

 （平成30年３月31日） （平成30年９月30日)

受取手形       961百万円                922百万円

支払手形       202百万円                117百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

　　おりであります。

 

 

前第２四半期連結累計期間

(自　平成29年４月１日

 至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成30年４月１日

 至 平成30年９月30日)

現金及び預金                8,558百万円                 9,316百万円

預入期間が３か月を超える定期預金                △111百万円                 △141百万円

現金及び現金同等物                8,447百万円                 9,175百万円
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(株主資本等関係)

 

前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日　至 平成29年９月30日）

 

　１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月10日
取締役会

普通株式 174 7.00 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

　の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月６日
取締役会

普通株式 174 7.00 平成29年９月30日 平成29年12月１日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日　至 平成30年９月30日）

 

　１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月９日
取締役会

普通株式 174 7.00 平成30年３月31日 平成30年６月27日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

　の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月５日
取締役会

普通株式 174 7.00 平成30年９月30日 平成30年12月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２化学品事業 機能材事業 その他事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 34,018 11,850 1,137 47,007 ― 47,007

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 1,043 1,043 △1,043 ―

計 34,018 11,850 2,180 48,050 △1,043 47,007

セグメント利益 1,069 322 25 1,418 △881 536
 

（注）1. セグメント利益の調整額△881百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 2. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２化学品事業 機能材事業 その他事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 37,430 11,726 1,193 50,351 ― 50,351

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 1,212 1,212 △1,212 ―

計 37,430 11,726 2,406 51,564 △1,212 50,351

セグメント利益 1,253 297 43 1,593 △939 653
 

（注）1. セグメント利益の調整額△939百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 2. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
 至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
 至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 16.90円 21.17円

 （算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 421 527

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

421 527

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,941 24,941
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第72期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）中間配当について、平成30年11月５日開催の取締役会にお

いて、平成30年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

(1)配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 174百万円

　(2)１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　 　　　 7円00銭

　(3)支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　平成30年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年11月12日

ソーダニッカ株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 宮  原　 さ　つ　き ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小  泉           淳 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソーダニッカ株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソーダニッカ株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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